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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体を吸収するための吸収性衛生用品であって、少なくとも、柔軟な表面シート（１）
と、柔軟な裏面シート（２）と、から形成され、前記表面シート（１）と前記裏面シート
（２）との間には吸収性積層体（３）が挿入され、前記積層体（３）は、２層の柔軟な外
層（４，５）からなり、前記外層（４，５）間には、斜め方向に交差し、予め張力が与え
られた弾性糸（６）からなる少なくとも２つの層が密着した状態で設けられると共に、超
吸収性ポリマー（７）からなる離散的な部分が設けられており、前記積層体（３）の表面
シート側外層（４）は、前記弾性糸（６）及び第２の外層（５）と密着する領域において
、局所的又は部分的に、機械的、化学的又は熱的な手段によって流体を透過させるように
構成された疎水性材料からなることを特徴とする吸収性衛生用品。
【請求項２】
　前記積層体（３）の前記表面シート側外層（４）は、以下のバリア作用の測定方法によ
り決定される、流体と３００秒間にわたって接触させた場合に、流体に対して２ｃｍを超
えるバリア作用を有することを特徴とする、請求項１に記載の吸収性衛生用品。
　バリア作用の測定方法：試験装置として、５０ｃｍの長さ及び１．２ｃｍの内径（外径
：１．６ｃｍ）を有する透明な液体カラム（０．１ｃｍの目盛り付き）を使用し、サンプ
ルの形状を正方形（６×６ｃｍ）とし、試験液としては０．９％ＮａＣｌ溶液を使用する
。チューブクランプ又はゴムリングを使用し、サンプルの粗い面が液体カラムに向くよう
にしてサンプルを液体カラムの下端部に固定する。クランプリング又はゴムリングの位置
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は液体カラムの下端から１ｃｍ上方の位置とし、試験時に液体がクランプリングを越えて
排出されないようにサンプルをチューブに固定する。較正されたポンプを使用して６０ｇ
／分の供給速度で試験溶液を液体カラムに添加する。ポンプの供給ラインの下端部はサン
プルから２０ｃｍ上方に設定する。ポンプの作動開始と同時に時間の計測を開始し、試験
溶液を供給してから３００秒後に液体カラム内のサンプル上の液体の高さ（液面高さ）を
読み取る。
【請求項３】
　前記積層体（３）の前記表面シート側外層（４）は、流体と３００秒間にわたって接触
させた場合に、流体に対して５ｃｍを超えるバリア作用を有することを特徴とする、請求
項２に記載の吸収性衛生用品。
【請求項４】
　前記積層体（３）の前記裏面シート側外層（５）は、１ｍＬの流体を点状に塗布した場
合に湿潤領域が１０ｃｍ２を超える面分散性を有する親水性材料からなることを特徴とす
る、請求項１～３いずれか１項に記載の吸収性衛生用品。
【請求項５】
　前記積層体（３）の前記裏面シート側外層（５）は、１ｍＬの流体を点状に塗布した場
合に湿潤領域が２０ｃｍ２を超える面分散性を有する親水性材料からなることを特徴とす
る、請求項４に記載の吸収性衛生用品。
【請求項６】
　前記積層体（３）は、前記超吸収性ポリマー（７）が配置されたカセット状領域を有す
ることを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載の吸収性衛生用品。
【請求項７】
　前記積層体（３）の前記カセット状領域間には複数のオープン輸送チャネル（８）が形
成されていることを特徴とする、請求項６に記載の吸収性衛生用品。
【請求項８】
　前記吸収性積層体（３）の前記表面シート側は、少なくとも部分的にゆったりと前記表
面シート（１）に保持されていることを特徴とする、請求項１～７のいずれか１項に記載
の吸収性衛生用品。
【請求項９】
　前記吸収性積層体（３）の前記裏面シート側は、少なくとも部分的にゆったりと前記裏
面シート（２）に保持されていることを特徴とする、請求項１～８のいずれか１項に記載
の吸収性衛生用品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体液を吸収するための弾性吸収性衛生用品であって、柔軟な表面シートと柔
軟な裏面シートとを有し、前記表面シートと前記裏面シートとの間には吸収性積層体が密
着した状態で挿入され、前記積層体は、２層の柔軟な外層からなり、前記外層間には、斜
め方向に交差し、予め張力が与えられた弾性糸からなる少なくとも２つの層が密着した状
態で設けられ、前記積層体には超吸収性ポリマーからなる離散的な部分が設けられている
吸収性衛生用品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　尿、汗、経血又は創傷からの分泌物等の体液を吸収するための衛生用品は、排出部位か
ら排出された流体を吸収、分散、保持し、外部に対して閉じ込める、機能的かつ柔軟な材
料からなる複数の層が積層された構造を有する。着用者の皮膚への逆濡れを最小化するた
めの試みもなされており、着用者に対して最適に適合するように各領域の弾性閉じ込めシ
ステム及び所定の弾性部等の適当な弾性要素が使用されている。
【０００３】
　例えば、幼児用おむつ、生理用ナプキン、失禁用品、包帯材料、臨床吸収材料、食品包
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装材料等の非常に広範囲の衛生及び医療用品の開発において上記試みがなされている。
【０００４】
　材料及びエネルギーの観点だけではなく、製品の体積並びに保持、分散及び処分の要求
の観点からも経済的及び環境的な合理化を図るために、上記機能を実現するための材料の
数と量を最適化することが望ましい。
【０００５】
　上述した機能を有する製品は、基本的に、着用者の皮膚に面し、皮膚に優しい第１の外
層（表面シート）と、衣服又は周囲領域への流体の望ましくない漏れを防ぐための第２の
外層（裏面シート）と、体液を吸収及び保持するための吸収性コアと、からなる。吸収性
コアは、流体を迅速に吸収し、製品内において流体を分散させ、内部に流体を確実に保持
する機能を実現するものであり、吸収性コアに吸収された流体による逆濡れを最小化する
ことを究極の目的としている。
【０００６】
　公知の製品では、流体を吸収する機能は、ポリエステル、ポリプロピレン又はポリエチ
レンからなり、軽量で嵩高なスパンボンド不織布又はニードルパンチフェルト等の流体を
迅速に輸送する材料からなる層によって達成され、吸収性コア内において流体を分散させ
る機能は、セルロース繊維、セルロース又は化学変性セルロース繊維（縮れ繊維（ｃｕｒ
ｌｙ　ｆｉｂｒｅｓ））によって達成され、流体を保持する機能は超吸収性ポリマーによ
って達成される。各材料は複数の作用を有するため、機能が部分的に重複する。また、流
体を有効に輸送することができる材料は、通常は流体を全方向に均等に輸送する。従って
、吸収性コアが皮膚から離れる方向に流体を有効に輸送する場合、通常は着用者の皮膚の
方向にも流体が輸送され、望ましくない逆濡れが生じることになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って、本発明の目的は、コスト並びに材料及び製造工程を最小化させながら、衛生用
品の特性を向上させるように、上述したような衛生用品を構成することにある。可能な場
合には、流体を非常に迅速かつ確実に保持させると共に逆濡れのリスクを減少させること
が望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によれば、上記目的は、積層体の表面シート側外層を、弾性糸及び第２の外層と
密着する領域において、局所的又は部分的に、機械的、化学的又は熱的な手段によって流
体を透過させるように構成された疎水性材料とすることによって達成される。公知の衛生
用品とは異なり、表面シート（衛生用品の皮膚側）に面する積層体の外層は迅速な液体の
吸収及び分散のために最適化されてはいないが、積層体に吸収された流体が皮膚側に向か
って輸送されることによって生じる望ましくない逆濡れを防ぐために、疎水性を有するよ
うに設計されている。逆濡れは、表面シートに面する積層体の外層の疎水性によって非常
に有効に防ぐことができる。本発明の積層体によれば、超吸収体ポリマー材料による流体
の吸収が向上する。
【０００９】
　本発明の有利な実施形態によれば、積層体の表面シート側外層は流体に対する高いバリ
ア作用を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の吸収性衛生用品の平面図を示す。
【図２】図２は、図１に示す吸収性衛生用品のＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の衛生用品の特性について以下の実施例を参照して説明する。以下に記載する実
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験では、表１に記載する略称で示す不織布材料を使用した。
【００１２】
【表１】

【００１３】
　これらの不織布材料の複数のサンプルを使用して、本発明に関連のある特性（バリア作
用及び拡散等）について調べた。
【００１４】
実施例１：バリア作用の測定
【００１５】
　不織布材料のバリア作用を適当な方法で測定するために、不織布上の液体の高さを各不
織布について測定した。
【００１６】
　試験装置としては、５０ｃｍの長さ及び１．２ｃｍの内径（外径：１．６ｃｍ）を有す
る透明な液体カラム（０．１ｃｍの目盛り付き）を使用した。不織布サンプルの形状は正
方形（６×６ｃｍ）である。試験液としては０．９％ＮａＣｌ溶液を使用した。チューブ
クランプ又はゴムリングを使用し、不織布サンプルの粗い面が液体カラムに向くようにし
て不織布サンプルを液体カラムの下端部に固定した。クランプリング又はゴムリングの位
置は液体カラムの下端から１ｃｍ上方の位置とし、試験時に液体がクランプリングを越え
て排出されないように不織布サンプルをチューブに固定した。較正されたポンプ（例えば
、Ｉｓｍａｔｅｃ　ＭＣＰ　ＩＳＭ４０４Ｂ）を使用して６０ｇ／分の供給速度で試験溶
液を液体カラムに添加した。ポンプの供給ラインの下端部は不織布サンプルから２０ｃｍ
上方に設定した。ポンプの作動開始と同時に時間の計測を開始した。試験溶液を最初に供
給した時点及び１、２、３、４及び５分後に液体カラム内のサンプル上の液体の高さ（液
面高さ）を読み取った。
【００１７】
　表２は、５分後（３０秒後）の平均液面高さ（５回の測定の平均値）を示す。
【００１８】
【表２】

【００１９】
　表２から明らかなように、Ｃｏｒｏｖｉｎ又はＰｅｇａｓ等の疎水性不織布は、他の不
織布（Ｆｉｂｒｅｌｌａ又はＮｏｖｅｌｌｉｎ等）よりも非常に高い液面高さを示した。
従って、疎水性不織布のバリア作用は親水性不織布のバリア作用よりも非常に優れている
。表面シート側外層のバリア作用は、本発明の積層体の低い逆濡れ性をもたらすものであ
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る。意外なことに、当業者の先入観に反して、表面シート側外層が良好なバリア作用を有
している場合であっても、積層体における急速な液体吸収及び大面積分散を可能とするこ
とができ、表面シート側外層のバリア作用は基本的にこれらの必要な特性に悪影響を与え
るものではないことが判明した。
【００２０】
　本発明に関しては、測定した平均液面高さが２ｃｍを超える場合にバリア作用が良好で
あると判断した。
【００２１】
　また、測定した平均液面高さが５ｃｍを超える場合にはバリア作用が非常に良好である
と判定した。従って、本発明の特に有利な実施形態では、上述したように液面高さを測定
した場合に、積層体の表面シート側外層は非常に良いバリア作用を有する（すなわち、５
ｃｍ、好ましくは８ｃｍ、特に好ましくは１０ｃｍを超える平均液面高さが得られる）。
【００２２】
　本発明では、積層体内における比較的大量の流体の分散と迅速な吸収を可能とするため
に、良好な流体輸送性を有する親水性材料で積層体の裏面シート側外層を構成する。
【００２３】
　有利には、積層体の裏面シート側外層は、実質的に点状に滴下された滴状の流体に対す
る高い面分散性を有する親水性材料からなる。
【００２４】
実施例２：面分散性の測定
【００２５】
　不織布材料に滴下された流体の面分散性を調べるために、以下で記載する実験手順に従
って各不織布について流体の拡散を測定した。試験装置としては、９ｃｍの外径（高さ：
８ｃｍ、内径：８．２ｃｍ）を有する内側プラスチックリングと、９．２ｃｍの内径を有
する外側プラスチックリングを使用した。使用した不織布サンプルは１５×１５ｃｍの正
方形状を有していた。試験流体としては、パテントブルー（ＮａＣｌ溶液１００ｇあたり
０．８ｇ）を使用して着色した０．９％ＮａＣｌ溶液を使用した。不織布サンプルを内側
プラスチックリング上に配置し、外側プラスチックリングを嵌め込むことによって固定し
た。不織布サンプルの粗い面を上方（流体滴下側）に向けて配置した。エッペンドルフ型
ピペットを使用し、１ｍＬの試験溶液を約３０°の角度で不織布サンプルの中央部に慎重
に滴下した。２０分間の待ち時間の経過後、不織布サンプル上に残っていた試験流体をピ
ペットで除去した。その後、不織布サンプルを３０℃で４時間乾燥させた。湿潤面積を測
定するために、乾燥した不織布サンプルを写真複写し、湿潤領域（コピーで暗く見える領
域）を切り取り、重量を測定（紙の目付：０．０１ｇ／ｃｍ２）することによって湿潤し
た領域（コピーで暗く見える領域）を測定した。
【００２６】
　表３は、流体によって湿潤した不織布サンプルの平均面積（４回の測定の平均値）を示
す。
【００２７】
【表３】

【００２８】
　表３から明らかなように、Ｆｉｂｒｅｌｌａ又はＮｏｖｅｌｌｉｎ等の親水性不織布は
、Ｃｏｒｏｖｉｎ又はＰｅｇａｓ等の他の不織布よりも非常に優れた流体分散性を示した
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。
【００２９】
　本発明においては、不織布材料に滴下した１ｍＬの流体が平均で１０ｃｍ２を超える湿
潤面積にわたって分散された場合に、不織布材料に滴下した流体の面分散性が高いと判定
した。
【００３０】
　また、不織布材料に滴下した流体が平均で２０ｃｍ２を超える湿潤面積にわたって分散
された場合に面分散性が非常に高いと判定した。従って、本発明の特に有利な実施形態で
は、上述したように液体の分散を測定した場合に、不織布材料に滴下した流体は平均で２
０ｃｍ２、好ましくは４０ｃｍ２、さらに好ましくは５５ｃｍ２を超える湿潤面積にわた
って分散される。
【００３１】
　本発明の吸収性積層体の特に有利な実施形態を決定するために、積層体の外層のための
親水性材料及び疎水性材料の異なる組み合わせについて流体吸収及びと逆濡れを測定する
実験を行った。
【００３２】
実施例３：異なる吸収性積層体の特性の測定
【００３３】
　表面シート及び裏面シートを使用して、本発明に関連する特徴を有する吸収性衛生用品
の実質的に同様な比較的多数のサンプルを製造した。吸収性衛生用品に挿入・固定した吸
収性積層体は、表面シート側外層と裏面シート側外層に使用した特定の材料についてのみ
異なるものとした。寸法及び使用した超吸収性ポリマー材料を含む吸収性積層体の構造は
同一とした。
【００３４】
　吸収性積層体を製造するために、１２００ｍｍの長さを有する２本のピンレールを１６
０ｍｍの距離をおいて固定枠に配置した。各ピンレールには、４５ｍｍの距離をおいて２
４個のピンが一列に配置されている。弾性糸（６１５ｄｔｅｘ、５５０ｄｅｎ、Ｄｏｒｌ
ａｓｔａｎ）を、予め張力を与えることなく、第１のピンレールの一端の第１のピンから
反対側のピンレールの１０番目のピンまで斜め方向に通過させ、反対側のピンレールの１
０番目のピンに隣接する１１番目のピンに巻き付け、第１のピンレールの２番目のピンま
で斜め方向に通過させ、第１のピンレールの２番目のピンに隣接する３番目のピンに巻き
付けた。このようにして、２本のピンレール間に２本の斜めに延びる平行な糸部を形成し
た。第１のピンレールの３番目のピンから反対側のピンレールの最後から２番目のピンま
で上記手順を繰り返し、互いに平行に斜めに延びる１４本の糸部を２本のピンレール間に
形成した。次に、弾性糸を反対側のピンレールの最後のピンに通過させた後、第１のピン
レールの最後のピンに通過させ、反対側のピンレールの第１のピンまでの対称的な糸プロ
ファイルを形成した。そして、ピンレール間において同じ傾きで互いに平行に斜めに延び
る糸部からなる２つの交差する層を２本のピンレール間に形成した。
【００３５】
　２本のピンレールを３９０ｍｍの距離となるまで引き離し、糸部又は糸全体に張力を与
えた。糸部による２つの交差する層はハニカム状サンプルを構成し、各セル部は約３０ｍ
ｍ×３０ｍｍのサイズを有していた。
【００３６】
　グルーガン（Ｂuｈｎｅｎ社製の「ＨＢ　７００」、Ｂuｈｎｅｎ社製のホットメルトノ
ズル、圧力：約２．５バール、接着剤：Ｂｏｓｔｉｋ社製の「Ｂｏｓｔｉｋ　２０５２　
ＦＵＮ」）を使用し、１．７ｇの接着剤を４５°の角度で張力を与えた糸部に１分間均一
に塗布した。糸部の下面から垂れた接着剤は慎重に手で除去した。
【００３７】
　大理石プレートにＣｏｒｏｖｉｎからなる第１の外層（寸法：３００ｍｍ×５００ｍｍ
）を載せ、その上に穴あき金属プレート（２５０ｍｍ×５００ｍｍ、７２個の穴が形成さ
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れている（穴間距離：４５ｍｍ）か、４５／４０５穴パターン）を載せた。穴あきプレー
トの穴は、糸部の交差する層のハニカム形状に合わせたものであり、各ハニカムセルはほ
ぼ中心部において穴あきプレートの穴に対応する。
【００３８】
　１２．５ｇの超吸収体ポリマー材料を実験用秤上に秤量し、ドクターブレード又はへら
を使用して穴あきプレートの穴内に均一に分散させた。余分な超吸収体ポリマー材料を除
去した後、穴あきプレートを持ち上げた。
【００３９】
　次に、弾性糸部からなる交差する層を形成したテンションフレームを、超吸収体ポリマ
ー材料が分散された第１の外層上に配置した。この場合、各セルに合わせた超吸収体ポリ
マー材料の配置並びにテンションフレームの対応する向きが重要である。
【００４０】
　第１の外層と同じ寸法を有する、例えばＦｉｂｒｅｌｌａからなる第２の外層を糸部か
らなる交差する層上に慎重に載せ、市販のフォームローラーを使用して転がすか、水平か
つ斜めに押圧し、２つの外層間に位置し、接着剤が付与された糸部からなる交差する層に
よって２つの外層を接合した。各糸部の間には閉じたカセットが形成され、各カセットは
等量の超吸収体ポリマー材料を含む。
【００４１】
　２２０ｍｍ×５００ｍｍの寸法を有する切断テンプレートを上述したようにして製造し
た吸収性積層体上に載せ、積層体を切断した。この場合、超吸収体ポリマー材料を含むカ
セットを切断して超吸収体ポリマー材料が露出しないように注意する。
【００４２】
　吸収性積層体を有するおむつ状の吸収性衛生用品の試験サンプルを製造するために、２
本の金属レールを第１の金属プレートに１２５ｍｍの距離を空けて固定した。各金属レー
ルには６個の金属ピンが取り付けられており、金属ピンの周りに弾性糸（６１５ｄＴｅｘ
、５５０ｄｅｎ、Ｄｏｒｌａｓｔａｎ）を張力を与えることなく配置し、以下のようにし
て平行な糸のパターンを形成した。すなわち、５ｍｍの距離を空けた３本の平行な糸から
なる第１の群を形成し、５ｍｍの距離を空けた２本の平行な糸からなる第２の群を５０ｍ
ｍの距離を空けて形成した。次に、５ｍｍの距離を空けた２本の平行な糸からなる第３の
群を５０ｍｍの距離を空けて形成した。次に、５ｍｍの距離を空けた３本の平行な糸から
なる第４の群を形成して糸パターンを得た。第４の群は第３の群から５０ｍｍの距離を空
けて形成した。第１の群から第４の群までの合計距離は１９０ｍｍである。２本の金属レ
ールを取り外し、５２０ｍｍの距離で４００ｍｍ×６００ｍｍの第２の金属プレートに固
定した（すなわち、糸に予め張力を与えた）。第１～第４の群の下方において、Ｃｏｒｏ
ｖｉｎからなる（１６０ｍｍ×５２０ｍｍ）の細片を、Ｃｏｒｏｖｉｎからなる２つの細
片の長手方向が糸群の向きと一致し、Ｃｏｒｏｖｉｎからなる各細片の長手方向における
中心が第２又は第３の糸群の下方に向くように金属プレート上に載せた。Ｃｏｒｏｖｉｎ
からなる２つの細片は内側の糸群間でオーバラップする。グルーガン（Ｂuｈｎｅｎ社製
の「ＨＢ　７００」、Ｂuｈｎｅｎ社製のホットメルトノズル、圧力：約２．５バール、
接着剤：Ｂｏｓｔｉｋ社製の「Ｂｏｓｔｉｋ　２０５２　ＦＵＮ」）を使用し、糸を接着
する箇所において糸部に接着剤を塗布した。次に、Ｃｏｒｏｖｉｎからなる各細片に接着
剤を塗布し、各細片の折り曲げられた半分の部分と外側に位置する長手方向の端部が重な
り、各細片が第１及び第２の糸群又は第３及び第４の糸群を取り囲むように、長手方向の
中央に沿って内側から外側に折り曲げた。重なり合った細片の半分の部分を押圧して接合
した。
【００４３】
　折り曲げられた細片に接着剤を塗布し、やや引き離した。対向する長手方向の端部間の
距離は９０ｍｍとした。次に、表面シート（１７０ｍｍ×５２０ｍｍ、Ｎｏｖｅｌｌｉｎ
）を細片に対して押圧し、端部に沿って接合した。
【００４４】



(8) JP 5879648 B2 2016.3.8

10

20

30

　表面シートの中央領域を吸収性積層体の周辺領域に沿って接着し、周辺領域に接着剤を
塗布した。吸収性積層体の（表面シートに面する）外層も同様にして接着した。表面シー
トの中央領域に吸収性積層体を配置し、吸収性積層体を４００ｍｍ×１２０ｍｍ引き離し
、表面シート側外層を表面シート上に載せた。
【００４５】
　次に、吸収性積層体、端部タブ及び周辺領域を接着した。最後に、裏面シート（ＲＫＷ
　Ｈｙｐｏｒ　Ｂ　１４０織物フィルム、タイプ４５７５５、白色、寸法：２１０ｍｍ×
５２０ｍｍ）を載せ、フォームローラーを使用して固定又は押圧した。
【００４６】
　実験では、吸収性積層体の外層の不織布材料のみが異なる吸収性衛生用品の試験サンプ
ルを製造した。吸収性積層体の外層の不織布材料の各組み合わせについて４つの同一の試
験サンプルを製造した。
【００４７】
　透過時間の測定では、７０ｍＬの０．９％塩化ナトリウム溶液を、漏斗を使用して吸収
性衛生用品の各試験サンプルの表面シートの中央に１０秒間で滴下した。この工程は、間
隔を空けて４回行った。漏斗は、Ｍａｋｒｏｌｏｎシート（４００ｍｍ×３００ｍｍ×１
０ｍｍ）からなり、中央に配置された注水口（内径：４４ｍｍ、高さ：８０ｍｍ）を有し
、総重量は９４０ｇだった。漏斗には、３８００ｇの重量を有する２個の矩形おもりを対
向する端面に取り付けた。
【００４８】
　透過時間は、完全な充填後に、注水口に流体が存在しない状態で流体が試験サンプルを
完全に透過するまでの時間である。
【００４９】
　４回の連続的な流体の滴下時又は滴下後に流体が吸収性衛生用品から漏れた場合には試
験を中止した。この場合には、流体が完全に吸収及び保持されなかったため、試験サンプ
ルは不適当であると判定した。
【００５０】
　逆濡れの測定では、少なくとも３．５ｇの総重量を有する濾紙の多層積層体を試験サン
プルの両側の中央から８ｃｍの距離の箇所に配置し、流体の滴下から２０分後に１２００
ｇの円形おもりを各層に付与した。濾紙としては、円形のＭａｃｈｅｒｅｙ－Ｎａｇｅｌ
濾紙ＭＮ　６１７（直径：９０ｍｍ）を使用した。２分後におもりと濾紙を取り除いた。
逆濡れは、流体で満たされた吸収性衛生用品に対して２分間にわたっておもりを付与した
後の２つの異なるおもりの総和である「総逆濡れ」（２つの濾紙積層体の「逆濡れ１」及
び「逆濡れ２」）から濾紙積層体の乾燥重量を減算した値として算出した。
【００５１】
　実験及び測定は、同種の少なくとも４つの試験サンプルを使用して行った。４回目及び
最後の流体の滴下後の透過時間と逆濡れの結果（平均値）を以下に示す。
【００５２】
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【表４】

【００５３】
　上記実験の結果は、積層体の２つの外層にＦｉｂｒｅｌｌａ又はＮｏｖｅｌｌｉｎ等の
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親水性不織布材料を使用する場合には、流体が迅速に吸収される（約４５秒の短い透過時
間）ことが予想されることを示している。しかしながら、親水性不織布材料は逆濡れを確
実に防ぐことはできず、総逆濡れは約３．９ｇ及び約４．９ｇだった。
【００５４】
　Ｃｏｒｏｖｉｎ又はＰｅｇａｓ等の疎水性不織布材料を使用した場合には、流体の滴下
中又は滴下直後に漏れが生じた。このような吸収性積層体又はこれらの疎水性不織布材料
からなる２層の外層を有する吸収性衛生用品は、他の不織布材料とは異なり、望ましくな
い流体の漏れを防止するためには適していない（防止することができない）と思われる。
【００５５】
　親水性材料（Ｆｉｂｒｅｌｌａ等）からなる表面シート側外層と疎水性材料（Ｃｏｒｏ
ｖｉｎ等）からなる裏面シート側外層の組み合わせでも説得力のある結果は得られなかっ
た。透過時間（３８分）は比較的短く、濾紙における流体の吸収では約６．３ｇの非常に
高い逆濡れが生じた。
【００５６】
　意外なことに、疎水性材料（Ｃｏｒｏｖｉｎ等）からなる表面シート側外層と親水性材
料（Ｆｉｂｒｅｌｌａ等）からなる裏面シート側外層の組み合わせを使用した場合に最も
良い結果が得られた。吸収性積層体の表面シート側外層に疎水性不織布材料を使用したに
もかかわらず、約３１分という非常に短い透過時間を達成することができた。迅速な透過
は、吸収性積層体の構造及び／又は積層体の製造時に各カセット又はセル間に超吸収体ポ
リマー材料によって形成された輸送チャネルによって促進された。また、総逆濡れは０．
２２ｇであり、その他の不織布の組み合わせの場合によりも一桁少なかった。上述した表
面シートのための疎水性不織布材料と裏面シートのための親水性不織布材料の本発明の組
み合わせ及び配置構成により、その他の組み合わせと比較して、最も短い透過時間及び一
桁少ない逆濡れを達成することができた。
【００５７】
　本発明の実施形態について図面を参照してさらに詳細に説明する。
【００５８】
　図１及び図２に示す吸収性衛生用品は、着用者の皮膚側に配置され、通常は親水性材料
からなる表面シート（１）（第１の外層）を有する。また、吸収性衛生用品は、着用者の
衣服側に配置され、通常は疎水性材料からなる裏面シート（２）（他の外層）を有する。
【００５９】
表面シート（１）と裏面シート（２）との間には、吸収性積層体（３）が挿入されている
。積層体（３）は、吸収性衛生用品の表面シート（１）及び／又は裏面シート（２）に接
合されていてもよい。積層体（３）は、積層体（３）を囲む周辺領域における表面シート
（１）と裏面シート（２）との接合と同様に、粘着剤、溶着、縫い合わせ又はその他の適
当な固定手法又は固定手段によって面状、点状又は直線状に接合することができる。
【００６０】
　ある種の用途では、表面シート（１）を介した液体吸収を妨げないと共に積層体（３）
が全方向に最大に膨潤するように、一方の周辺領域に沿って部分的に表面シート（１）と
裏面シート（２）のみを接合・固定し、吸収性積層体（３）をゆったりと挿入するか、裏
面シート（２）に吸収性積層体（３）を張り付けることも有利である。また、吸収性積層
体（３）の裏面シート側を少なくとも部分的にゆったりと裏面シート（２）に保持させる
こともできる。
【００６１】
　吸収性積層体（３）は、互いに接合された２つの柔軟な外層（４，５）からなり、外層
（４，５）間には、予め張力が与えられた弾性糸又はテープ（６）からなる斜めに交差す
る２つの層が配置されている。積層体（３）はキルト状構造を有し、キルト状構造のオー
プンカセット部には、通常は超吸収性ポリマーからなる超吸収体細粒又は繊維（７）が配
置されている。
【００６２】
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　吸収性コアを構成する積層体（３）の実施形態及び製造方法は、例えば、ドイツ特許出
願公開第１０　２０１０　０１３　２８８．８号に開示されている。ドイツ特許出願公開
第１０　２０１０　０１３　２８８．８号の開示内容はこの参照によって本願明細書に援
用する。
【００６３】
　吸収性コアは、同一の面積を有するように吸収性衛生用品の表面シート（１）及び／又
は裏面シート（２）に張り付けるか、吸収性衛生用品の横方向において幅を減少又は増加
させるか、吸収性衛生用品の長手方向において別々に設けることができる（「カット＆ス
ペース」）。
【００６４】
　吸収性衛生用品には、弾性閉鎖部材、フィット感を最適化するための伸縮性部材、取り
扱い性を向上させるための部材、体液の制御のための外部バリア等が必要に応じて配置・
固定されていてもよい。
【００６５】
　本発明に係る吸収性衛生用品の構造は、従来の「吸収－分散－保持」吸収性衛生用品の
構造とは部分的に反対となっており、皮膚側表面シート（１）から衣服側裏面シート（２
）への流体分散機能の一部が異なる。
【００６６】
　これは、表面シート（１）に面する積層体（３）の外層（４）を、部分的又は局所的に
流体に透過するように構成された柔軟な疎水性材料で形成することによって達成される。
透過性の付与は、好ましくは、熱、圧力、機械的貫通、粘着剤との相互作用又は疎水性材
料を部分的に流体透過性とするその他の手法等の手段によって行うことができる。具体例
としてはＣｏｒｏｖｉｎが挙げられる。
【００６７】
　一方、本発明によれば、裏面シート（２）に面する積層体（３）の外層（５）は、高い
流体輸送能力を有する柔軟な材料で形成されている。特に好適な材料は、おしぼり又は乳
児用おむつの吸収／分散層（ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ／ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　ｌａ
ｙｅｒ（ＡＤＬ））の材料として通常使用される不織布であり、そのような不織布の例と
しては、スパンレースＰＥＴ、ＰＥＴビスコース、ビスコース、ＰＰ不織布、カーディン
グされたサーモボンド親水性ポリプロピレン不織布、衛生紙及び同等な公知の材料が挙げ
られる。具体例としてはＦｉｂｒｅｌｌａが挙げられる。
【００６８】
　表面シート（１）に面する外層（４）及び裏面シート（２）に面する外層（５）は、弾
性糸（６）によって互いに接合し、弾性糸（６）によって細分された部分において、表面
シート（１）に面する外層（４）の細孔構造並びに裏面シート（２）に面する積層体（３
）の外層（５）の液体輸送性による吸上げ作用による望ましい毛管作用を生じさせること
が有利である。その結果として形成される積層体（３）のオープンカセットは、表面シー
ト（１）に面する外層（４）によって皮膚において実質的に疎水的にライニングされてお
り、皮膚側における再湿潤に対する所定の構造的バリアとなる。
【００６９】
　別の有利な特徴は、複数のオープン輸送チャネル（８）が形成され、積層体（３）のカ
セット構造（形状）により、表面シート（１）に面する外層（４）と表面シート（１）と
の間並びに裏面シート（２）に面する外層（５）と裏面シート（２）との間において、輸
送チャネル（８）が吸収性衛生用品の長手及び横手方向における流体の迅速な分散を生じ
させることである。また、積層体（３）の膨潤によってチャネルの形成が促がされ、通常
の吸収性衛生用品と比較して、吸収性衛生用品の流体分散機能は劣化せず、吸収された流
体の量が増加すると流体分散機能は向上する。
【００７０】
　積層体（３）の超吸収体への流体の導入は、裏面シート（２）に面する積層体（３）の
衣服側外層（５）の輸送能力によって達成され、液体は裏面シート側輸送チャネル（８）
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内に分散され、垂直方向において超吸収体を通過する。

【図１】

【図２】
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